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たまねぎレポート【第４１９号】 

 

令和４年９月２６日  

  阪南青果株式会社 

社 内 報 

 ８月の天候は、気温は沖縄・奄美でかなり高かった。降水量は北・東日本の日

本海側と北日本の太平洋側でかなり多かった一方、沖縄・奄美でかなり少なか

った。日照時間は沖縄・奄美でかなり多かった。９月に入っても残暑が厳しく、８

月の豪雨に続く、台風の接近・上陸で農作物にかなりの被害が発生した。 気

象庁が発表した１０～１２月の３か月予報は、次の通り。 

１０月、北日本と東日本の日本海側では、天気は数日の周期で変わる。西日

本の日本海側では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多

い。東・西日本の太平洋側と沖縄・奄美では、天気は数日の周期で変わるが、

平年に比べ晴れの日が少ない。 

１１月、北日本の日本海側では、平年と同様に曇りや雨または雪の日が多い。
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東・西日本の日本海側と沖縄・奄美では、平年と同様に曇りや雨の日が多い。

北・東日本の太平洋側では、平年と同様に晴れの日が多い。西日本の太平洋

側では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多い。 

１２月、北日本の日本海側では、平年と同様に曇りや雪または雨の日が多い。

東・西日本の日本海側では、平年に比べ曇りや雨または雪の日が多い。北日

本の太平洋側では、平年と同様に晴れの日が多い。東・西日本の太平洋側で

は、平年に比べ晴れの日が多い。沖縄・奄美では、平年と同様に曇りや雨の日

が多い。 

野菜の市場概況 

建値市場の８月の野菜の販売量は、２１２，４２０トン前年比９７％（前月比１０

５％）、平均単価はｋｇ￥２４３前年比１０８％（前月比１０２％）。市場別には多少

のバラツキがあるものの、総じては入荷減の単価高となっている。市場別の販

売量と平均単価は、札幌市場の販売量は前年比１０２％、平均単価は㎏￥２０

５前年比１０６％。東京市場の販売量は前年比９６％、平均単価は Kg￥２５９前

年比１０７％。名古屋市場の販売量は前年比９３％、平均単価は㎏￥２３７前年

比１１０％。大阪本場の販売量は前年比９９％、平均単価は㎏￥２３９前年比１

０９％。福岡市場の販売量は前年比１０２％、平均単価は㎏￥２０１前年比１０

８％となっている。 

建値市場の８月の玉葱の販売量は２２，６５２トンで前年比８９％、（前月比１

２５％）、平均単価はｋｇ￥１３６前年比１３７％（前月比８４％）。北海物の出回り

で販売量が前月比２５％増となり、平均単価は前月比１６％安で相場は軟化傾

向に転じる。市場別では、札幌市場の販売量は３，４８９トン前年比１０１％、平

均単価はｋｇ￥１１４前年比１５２％。東京市場の販売量は９，０８７トン前年比８

５％、平均単価はｋｇ￥１３７前年比１３５％。名古屋市場の販売量は４，８８０ト
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ン前年比８５％、平均単価はｋｇ￥１３５前年比１３８％。大阪本場の販売量は３，

０６４トン前年比８６％、平均単価はｋｇ￥１５１前年比１４１％。福岡市場の販売

量は２，１３２トン前年比１０９％、平均単価はｋｇ￥１４９前年比１３３％となって

いる。 

日本農業新聞社の主要７地区における代表卸７社が販売した、８月の主要

野菜１４品目の販売量の集計と平均単価は次のとおりである。販売量は９７，７

１１トン前年比４％減、平年（過去５年平均値）比５％減。平均単価はｋｇ￥１４８

前年比７％高、平年比２％安となっている。販売量が前年比増の品目は、ブロ

ッコリーが１６１％増、キュウリとナスが７％増、レタスが１％増など７品目。販売

量が前年比減の品目はニンジンが２０％減、ハクサイが１１％減、ダイコンが

９％減、タマネギが７％減など７品目。前年比高となった品目はダイコンがｋｇ

￥１１１で４４％高、タマネギがｋｇ￥１１３で３５％高、ピーマンがｋｇ￥３５１で２

８％高、トマトがｋｇ￥３５２で２７％高など７品目。前年比安の品目は、ブロッコリ

ーがｋｇ￥１６９で前年比５８％安、ハクサイがｋｇ￥６２で２２％安、レタスがｋｇ

￥１１２・ジャガイモがｋｇ￥１２３でいずれも１７％安など７品目。となっている。 

東京都中央卸売市場の８月の野菜の入荷量は、１１３，０２５トン前年比９

６％（前月比１０３％）。平均単価はｋｇ￥２５９前年比１０７％（前月比１０３％）で、

主要１５品目で入荷が前年比増の品目は、レタスが前年比１０６％、ナスが１０

３％、キャベツが１０１％の３品目。入荷が前年比減の品目は、ナマシイタケが

前年比の８４％、タマネギが８５％、ハクサイが８７％、ニンジンが９０％、バレイ

ショとサトイモが９１％など１２品目。価格が前年比高の品目は、ダイコンがｋｇ

￥１３８で前年比１４８％、ネギがｋｇ￥４０３、タマネギがｋｇ￥１３７でいずれも１

３５％、ピーマンがｋｇ￥４２４で１３１％など９品目。前年比安の品目は、ハクサ

イがｋｇ￥５９で前年比７３％、レタスがｋｇ￥１４４で８３％、ナスがｋｇ￥２８１で８
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７％、バレイショがｋｇ￥１４２で８８％など６品目となっている。 

東京都中央卸売市場の８月の入荷量と単価 

品   目 入荷量 前年比 前月比 単 価 前年比 前月比 

  ( t ) ( % ) ( % ) ( \/kg ) ( % ) ( % ) 

野 菜 総 数 113,025 95.9 102.6 259 107.0 102.8 

た ま ね ぎ 9,087 84.7 120.5 137 134.9 84.1   

キ ャ ベ ツ 16,899 101.1 102.4 69 92.3 88.5 

は く さ い 6,276 86.5 105.5 59 72.8 95.2 

だ い こ ん 6,793 92.7 109.0 138 148.1 99.3 

に ん じ ん 5,670 89.6 108.9 144 109.8 85.7 

ば れ い し ょ 4,592 90.9 107.7 142 87.7 144.9 

レ  タ  ス 9,818 106.2 102.2 144 83.3 134.6 

ト  マ  ト 7,429 90.6 106.6 401 127.9 121.9 

ね     ぎ 3,356 97.2 103.8 403 134.9 109.8 

か ぼ ち ゃ 1,987 85.6 94.4 187 120.5 85.4 

な が い も 794 89.8 82.3 305 95.1 104.8 

れ ん こ ん 606 99.7 219.3 425 92.9 57.1 

に ん に く 198 101.5 104.2 887 76.1 96.2 

 

玉葱の概況  

需要（市場）の動き 

東京市場 

東京都中央卸売市場の８月の玉葱の入荷販売量は９,０８７トン前年比８５％

（前月比１２１％）。主力は北海物で入荷量は７，３４９トン前年比９４％、占有率
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は８１％前年比８ポイントアップ。兵庫物は８９６トン前年比４６％、占有率１０％

前年比８ポイントダウン。富山物は２１２トン前年比１０８％、占有率は２％前年

比０.5 ポイントアップ。総平均単価はｋｇ￥１３７前年比１３５％（前月比８４％）。

産地別では、北海物はｋｇ￥１３０前年比１３１％、兵庫物はｋｇ￥２０４前年比１

７９％、富山物はｋｇ￥１２０前年比１３８％。となっている。 

９月に入って、府県産地の殆どが切り上がり、北海産地の出荷が本格期を迎

えたが、生育順調で豊作型と伝えられ、北海物の入荷が待望されていたものの、

入荷は予想されたほど増えず、市況は高水準を維持した。天候による収穫・出

荷の遅れはあるものの、中旬の入荷は前年比４％増に留まっている。球肥大は

良好で、Ｌ大中心の球流れで、２Ｌ、Ｌ大は下値中心の販売となった。此処に来

て、入荷は増加傾向となり、品種はオホーツク２２２に切り替わっているが、皮

ムケ、肌傷みが目に付く。昨今では転送業者の売り込みも活発化している。 

９月１日～２０日の玉葱の入荷販売量は６，８５９トン前年比１０９％、平均単

価はｋｇ￥１１９前年比１１０％。主力は北海物で占有率は９６％を占めている。

産地別では、北海物の販売量は６，６０８トン前年比１１０％、平均単価はｋｇ

￥１１８前年比１０９％。兵庫物は３３トン前年比３４％、平均単価はｋｇ￥２０５前

年比１６９％となっている。 

名古屋市場 

名古屋市中央卸売市場の８月の玉葱販売量は４，８８０トン前年比８５％（前

月比１１１％）で前年比減、前月比増となっている。主力は北海物で、販売量は

３，５６４トン前年比１０３％、占有率は７３％前年比１３ポイントアップ。兵庫物は

７９２トン前年比４４％、占有率は１６％前年比１５ポイントダウン。富山物は１４

３トン前年比１１２％、占有率３％前年比１ポイントアップ。愛媛物は１０２トン前

年比６２４０％、占有率は２％前年比２％アップ。総平均単価はｋｇ￥１３５前年
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比１３８％（前月比８３％）。産地別の平均単価は、北海物はｋｇ￥１２８前年比１

３５％。兵庫物はｋｇ￥１８７前年比１７２％。富山物はｋｇ￥１５２前年比１５５％。

愛媛物はｋｇ￥６１前年比３７％。となっている。 

９月に入り、北海物の入荷が安定化傾向となり、売れ行きは鈍化傾向となっ

た。月半ばまでは、過度の在庫を抱えることもなく、捌けてきたが仲卸を始め小

売り筋にも先安感が台頭し、月後半の苦戦が予想された。昨今では台風の影

響で輸送が乱れ、入荷減となったものの、在庫があり数量的に困っていない。

荷動きは左程悪い訳ではないが、転送業者は、市場相場よりも￥２００前後の

安値で売り込んで来るので、苦労が絶えない。品種はオホーツク２２２に替って

いるが、腐敗混入のクレームが絶えない。 

大阪本場 

大阪市中央卸売市場本場の８月の玉葱の販売量は３、０６４トン前年比８６％

（前月比１０９％）で前年比減、前月比増となった。産地別の販売量は、北海物

が１，６５５トン前年比１０１％、占有率５４％で前年比８ポイントアップ。兵庫物

は１，３７４トン前年比７５％、占有率４５％で前年比７ポイントダウン。総平均単

価はｋｇ￥１５１前年比１４１％（前月比９６％）。産地別の平均単価は、北海物は

ｋｇ￥１２６で前年比１３１％、兵庫物はｋｇ￥１８２前年比１５６％。となっている。 

９月に入って、出荷が本格化した北海物も、予想した程の出回り量でなく、全

国的に品薄傾向で、転送業者からの引き合いが強く、堅調相場が続いた。入荷

が大幅な減少傾向となった兵庫物は、こだわり筋の引き合いが強く、値上がり

に転じた。月後半になり、北海物は台風接近の影響で、輸送が不安定化し入荷

が少なく、堅調相場を維持した。兵庫物は入荷減を反映して値上がり傾向とな

った。昨今では、転送需要がなくなり、北海物は弱保合に、兵庫物は強保合の

相場が続いている。 
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９月１日～２０日の玉葱の入荷販売量は２，１２６トン前年比１１２％、平均単

価はｋｇ￥１３２前年比１１１％。産地別では、北海物は１，７６３トン前年比１２

４％、平均単価はｋｇ￥１１７前年比１１０％。兵庫物は３５１トン前年比７５％、平

均単価はｋｇ￥２０９前年比１５４％。となっている。 

福岡市場  

福岡市中央卸売市場の８月の玉葱販売量は、２，１３２トン前年比１０９％(前

月比１１５％)で、前月に続き前年比、前月比とも増となっている。主力は北海物

で、販売量は１，４５８トン、前年比１１３％、占有率６８％前年比２ポイントアップ。

佐賀物は３４９トン前年比８０％、占有率１６％前年比６ポイントダウン、中國物

は２０６トン前年比１８１％、占有率１０％前年比４ポイントアップ。総平均単価は

ｋｇ￥１４９前年比１３３％（前月比９６％）で前年比高、前月比安となっている。

産地別の平均単価は、北海物はｋｇ￥１３５前年比１２１％。佐賀物はｋｇ￥２０２

前年比１７６％。中國物はｋｇ￥１１３前年比１３５％。となっている。 

９月に入ってからは、入荷は北海物オンリーの日が続いている。どの銘柄の

荷口も殆ど２L、L 大で占められている。入荷は安定化傾向で、荷動きは鈍化傾

向となった。日ごとに品余り傾向が強まり、市場内関係者（卸・仲卸）にも多少の

在庫が見受けられる様になった。他方、仕切り値は産地の要請で変わりなく、

販売は厳しさを増している。昨今の入荷は、日量１２０トン程度だが、Ｌ大が殆ど

の荷口もあり、Ｌ大の在庫が積み上がっている。実勢相場で販売すると損失が

大きいので、価格維持の販売に努めているが、既に限界に達している。 

９月１日～２０日の玉葱販売量は１，６８０トン前年比９８％、平均単価はｋｇ

￥１２８前年比１１７％、入荷は前年比減、単価は前年比高となっている。 
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９月２６日（月）の建値市場の玉葱市況は次の通り 

【札幌市場】  販売量１９９トン   強い 

北  海 20kgDB２Ｌ￥2,000～1,500、 Ｌ大￥2,200～1,500、 Ｌ￥2,200～1,600、         

Ｍ￥1,800～1,400。 

【太田市場】   販売量４１９トン   保合 

北  海 20kgDB２Ｌ￥2,200～2,000、 Ｌ大￥2,300～2,100、 Ｌ￥2,200～2,000、         

Ｍ￥2,200～2,000。 

【名古屋北部市場】 販売量１３６トン  保合 

北  海 20kgDB２Ｌ￥2,200～2,000、 Ｌ大￥2,200～2,000。 Ｌ￥2,200～2,100、         

Ｍ￥2,100～2,000。 

【大阪本場】 販売量１７９トン   強保合 

北  海 20kgDB２Ｌ￥2,200～1,800、 Ｌ大￥2,200～1,800、 Ｌ￥2,200～2,100、         

Ｍ￥2,200～2,000。  

兵  庫１0kgＤＢ２Ｌ￥2,500～2,200、 Ｌ￥2,500～2,300、  Ｍ￥2,400～2,000。 

【福岡市場】 販売量２５７トン   弱保合 

北  海 20kgDB２Ｌ￥2,200～2,000、 Ｌ大￥2,400～2,000、 Ｌ￥2,400～2,200、         

Ｍ￥2,200～2,100。  

 

供給(産地)の動き 

９月に入り、市場は北海物の独壇場となったが、天候の影響や輸送面の問

題もあり、豊作の割に出荷は伸びず、市場価格は高値水準を維持した。産地で

は昨ジーズンの異常高値の余韻が残り、豊作型で前年比２４％増の出荷が見

込まれているにも拘わらず、販売希望価格は実勢価格を上回っている。出荷が

本格化した９月も価格先行型の出荷が多く、荷受けを始め需要家とに温度差が
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生じている。昨今、卸の間では仕切り値と市場価格に逆鞘現象が発生し、苦し

い販売を続けている会社は多いと聞く。出荷進度は計画通りと言われているも

感触的には、後ずれ傾向である。出荷の後ズレは後顧の憂いを招く可能性が

あり、要注意である。亦、今年産は病害の発生が散見され、出荷先からは選果

要注意の警告が多く、中晩生は厳選に努め評価を落とさない様にされはたい。 

府県産の冷蔵物は前年比大幅減で、高値市況に引かされて出荷は前進化

傾向で年明けの供給が危ぶまれている。 

北海道産地 

昨シーズンの市況は、後半異常高値で推移し生産者を始め、関係者の経済

環境の向上に貢献した。今シーズンの作柄は豊作型で、ホクレンの予想では出

回り量は前年比１２４％と予想されている。今シーズンも早や出しの早生種の販

売価格は前年を上回る高値販売がつづいている。今シーズンの玉葱は潜り玉

で、早生種も泥皮が剥がれず、光沢不良で見劣りしたが、昨今では好天が続き

風乾が進み、見栄えが良くなっている。早生種は大粒で、小売店の販売に沿わ

なかったがこの先、出荷は中晩生に移行し、L 大、Ｌ中心の玉流れになり、過大

玉が減少する。 

府県産地 

佐賀産地では、播種・育苗の最盛期にあるが、昨シーズンの異常高値を反

映して作付増が期待されたが、種子の配付量を見る限り、前年並みかやや増

加に留まりそうである。玉葱栽培に対する意欲はあるものの、生産者の高齢化

が進み、人手不足に阻まれ栽培意欲はあるものの、肥培管理の対応力の伸び

は期待でない状況にある。労力に比べ生産性の優位な早生系が増反、中晩生

は減反の動きにある。 

兵庫の淡路島では、即売物の高値に続き、冷蔵物も異常高値を更新してい
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る。在庫減で希少価値化していることが、最大の原因だが、地域ブランド化で高

値でも品質の良い淡路者を要望する消費者が多く、市場サイドからの引き合い

は強い。業務・加工筋でも価格に拘わらず、周年淡路物を使用したいとの要望

が多くなっている。既に、関西市場では、北海物の２０ｋｇ詰めよりも、淡路物の

１０ｋｇ詰めが高くなっている。此の侭では、春先までの販売計画が年内に切り

上がる可能性がある。現在は、次シーズンの播種・育苗期だが、生産者の高齢

化と人で不足で栽培面積は、前年維持かやや増が精々と見られている。 

輸入動向 

 ８月の輸入量は速報値で，２２，０８２トン前年比１２７％。予想外の輸入増とな

った。９月から北海産の出回りが本格化することや、価格が北海産に比べ割高

になる見通しから、前年同月比では減少に転じる。と予想していたが、逆に増

加した。国別数量は、主力の中国が２１，７３１トン前年比１２９％。ニュージラン

ドが２７８トン前年比５４％。オーストラリアが６６トン前年比２６４％。となってい

る。 

中國、今年の生産量は、減反・減収となっているほか、赤玉の作付が増え、

黄玉の作付が減っている。現在の日本向け価格は、２０ｋｇ・Ｃ＆Ｆ・剥き玉＄１１．

00～１０．80。皮付＄１０.40。韓国向けは１０.50の模様。 

アメリカ、今シーズンの作付面積は７３，９１８エーカー（前年比９８％）。日本

向け主力のワシントンは２１，８５０エーカーで前年比１０１％。ワシントン州の作

柄予想は、平年並みで品質は良好。サイズは平年よりやや小粒で球締りは良

好。収穫のピークは９月後半。アイダホ・オレゴンは減反と高温で５～１０％の収

量減の予想。現在の日本向け価格は、５０￡・Ｃ＆Ｆ・Ｊサイズ・＄２０～１８。Ｍ

サイズ＄１６～１５。と報告されている。 
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１０月の市況見通し 

 ９月の玉葱の出回り量は、感触的には前年を上回ったものの、予想を下回

ったと思う。末端需要も伸び悩み、増収減量となった店が多い。総じて荷動きは

鈍化傾向であったが、市況の続落はなく、ヂり貧傾向に終わった。１０月は、北

海産地主導の販売が強まり、市場サイドは産地追随型になると予想される。従

ってホクレンの出荷姿勢が市況を左右する。産地側では昨シーズンの高値相

場の余韻が残り、Ｌ大、Ｌ￥2,000 以下は安い受け止め、需要側では高いと受け

止める雰囲気にある。１０月は食欲の秋、中心相場はＬ大、Ｌ￥2,000～1,800 の

攻防になる。と見ている。体調不良で発行の遅れたことを謝す。（笹野敏和記） 

 


